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１９７３年４月 関西学院大学理学部 助 教 授（ドイツ語担当）
１９８０年４月 関西学院大学理学部 教 授（ドイツ語担当）
１９８８年４月～１９８９年３月 ドイツ ミュンヒェン大学留学（学院留学）
２０００年４月 関西学院大学法学部 教 授
（ドイツ語、人文演習、外国語・外国文化等担当）














































































１９８３年１２月、Kwansei Gakuin University Annual Studies, Vol.３２.（関西学
院大学）、単著。
１２．ヘルマン・ヘッセの作品と伝記に見る整合と相違―Ⅰ．『ペーター・カーメンツィ
ント』の場合
１９９６年３月、論攷・ヨーロッパ文化研究 XXIV（関西学院大学）、単著。
１３．ヘルマン・ヘッセの作品と伝記に見る整合と相違―Ⅱ．『クヌルプ』の場合
１９９８年３月、言語と文化 創刊号（関西学院大学言語教育研究センター）、単
著。
そ の 他
＜翻訳＞
１．ヘッセからの手紙―混沌を生き抜くために
１９９５年１２月、毎日新聞社、共著。ヘルマン・ヘッセ著『書簡集』全４巻の抄訳。
ヘルマン・ヘッセ研究会編・訳。本人担当箇所は pp.２０７―２１７。
２．ヘッセ 魂の手紙 思春期の苦しみから老年の輝きへ
１９９８年１０月、毎日新聞社、共著。ヘルマン・ヘッセ著『書簡集』全４巻の抄訳。
ヘルマン・ヘッセ研究会編・訳。本書では担当箇所を特定せず、会員全員が関
与。
３．ヘルマン・ヘッセ全集第１４巻『ナルツィスとゴルトムント』
２００７年８月、臨川書店、共著。ヘルマン・ヘッセ著『作品集』全２０巻のうち第
４巻所収の『ナルツィスとゴルトムント』の翻訳。
＜教科書＞
１．はじめて学ぶドイツ語文法読本
２０００年３月、白水社、須賀洋一・青島雅夫共著。
２．入門ドイツ語コース
２００３年２月、三修社、須賀洋一・青島雅夫・シュテファン トゥルンマー共著。
＜辞典＞
１．世界歴史大辞典
１９８５年、教育出版センター、共著、梅棹忠夫・江上波夫監修。本人担当箇所は
ヘッセ、ケストナー、シュピーリ、シュトゥルム・ウント・ドランク。
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＜学会発表＞
１．世紀の転換期に立つゲーテ―叙事詩
１９７７年６月１３日、阪神ドイツ文学会（大阪外国語大学）、ゲーテシンポジウム。
２．市民悲劇としての『エミーリア・ガロッティ』
１９７９年６月２４日、阪神ドイツ文学会（親和女子大学）。レッシング生誕２５０年記
念シンポジウム「ドイツ市民劇の成立と展開 その１」。
３．ヘルマン・ヘッセの『デミアン』―その成立に関する一考察
１９８３年１月３０日、阪神ドイツ文学会（大阪女子大学）。
４．『デーミアン』における飛翔の問題
２００５年１０月１０日、日本ヘルマン・ヘッセ友の会・研究会（同志社大学）。
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